
することにより ， 投流行山休に行わせ るため高速度し ゃ断総の

ような大型lのしゃ断泌を裂せず， またしゃ断作用が電気的で l二l

f:~m減のMをとるため， しぞ l即時に災';jf，' 11lJ. E先生のおそれはな

く ， しヘコ断 jff)J f乍がiß.ìiliかつ雌5たである。

6 相 I~j 式7MJ~撃流出4の特長

(1) ljí総容量が f:~' }JII したこと 経済的lji総経企が普通式水銀

総流総にくらべ倍加 さ，/L ， 6 梓IJj式で公fiJ' 600V-750 KW ある

いは公科、 1 ， 500 V - 1 ，OOOKW 程度 とな っ た (2) 逆弧発生の儀

会がし 、 ちじるしく 滅少したこと 逆電J上の加わる)tJH:J1は負荷電

流がま っ たく流れず， かつ整流管は腕管式構造を有するので逆

弧発生の税率がし、ちじるしく 滅少し，ほとんど逆弧により 左右

されていた整流伎の舟命は倍加された (3) 小型の高速度縦'([

械によ り i品負荷電流のしぞ断が可能な こと 全投流管の励弧電

流をしゃ断することにより過負荷電流の迅速確実なるしゃ l析が

でき ， し ~O f切 11寺に ij~':i~屯 1. 1'.発生のおそれがなく高速度しゃ断総

の必~がなくな っ た (4) 水銀整流管の尖頭(せんとう)過負祈J

ffiHl誌が大きいこと 水銀盤流管の力11工が若手易なため加l工中のガ

ラスひずみが少な く ，尖DJ(j的負荷而}盆が大となり製作政も低下

した (5) 機日:~It占Iの後続は附4tとなりすえ付 i rii ft( も節約できる

こと 相管式では整流総月1 2t tE総の 2 次側に軽流管を 1 11占1ずつ

配置主し盤流**盤を省宙科したため， 健主総|尚の自己線は簡易化され盤

流管収納箱が小型となり ， 高速度しゃ断総および整流総盤の省

的等によりすえ付 iìMtìを節約し得た (6) fim絡が 2-3 割程度

低U~ となること 挫流行の製作践の低 !，"， 整iAE~盤・高速度し

ゃ断総の省時， 機総m回目線の簡易化等により装置全 f* の設備校

が 2-3 \!iU低保とな った。 (西村章)

からすやません 烏山線 東北本線宝fi\寺駅か ら鳥山駅に歪

る 20.4 km の線。. 東北線に属し線路等級は簡易線である。大正

12 ・ 4 宝Et寺から鳥山を経て茂木および常陵大子をね;ぶ欽i且の

一部として ， 宝fj1t寺・鳥山|首lIJ目通 し鳥山総 と 11手ぶこととな っ た。

(森悌苅)

からっせん 唐津線 長崎本記長久保旧駅から西北方に進み，山

本駅において筑11巴線と接続 し ， さらに凶唐津駅に至る 42 . 5 km 

の線。このほか山本 ・ 隊撤間 4.1 km，多久 ・ 布11 ノ木原間 1.4 km , 

山本 ・ .f'H知 I Ð< Þt問 6.1 km , i出唐津 ・ 大島問1.9 km の各校似を

含み 'J_!J; 1業キロの合計 は 56.0 km となっ ている。佐世保線に属し

線路等級は丙線である。

唐津と久保田を結ぶ鉄道として，明治 3 1 ・ 12 西唐津 ・山本間，

IYI 治 32 ・ 6 1.LI本 ・ 多久|尚唐津鉱業鉄道株式会社によって 開通，

のち九州鉄道株式会社に合併， 明治 36 ・ 12 多久 ・ 久保問|首l開通

したが， 明治 40 ・ 7 鉄道閤有法によって国鉄に移管唐津線と呼

称する こ ととなった。また凶唐津・大島問は明治 31 ・ 12 ， 多久 ・

布111 木Jjjl聞は Iljl 治 36 ・ 4 ， I.LI本 ・ 相知l炭坑聞は IY:j 治 38 ・ 10 それぞ

れ貨物紛送紋として， 山本 ・ 岸獄聞は客:11:，命送線として明治

45 ・ l lJ flìffi し た。 (森悌持)

からふとのてつどう 樺太の鉄道 l明治38 年日銭戦争の結果

わが国は機太の南半部を領有後これを統治するため機太庁を位

き， Iljj 治 40 年わが陸軍鉄道大隊によ っ て敷設された大泊 ・鋭原

聞の軍事総使鉄道をこれに移管した。この鉄道の移管を受けた

際À庁は，これを栄浜まで延長するとともに根本的に改築して

l1i子 I] Jj1 の巡行を可能にした。その後様太産業の発展 と資源、の開

発と相まって ， 道路の建設鉄道の敷設がすすみ， 国鉄 694.7 km , 

:1'1、車~、 35 km 余を Z"i!ーするに至 った。

.ffli太の国鉄はf!ii太Fr lJ fl設以来同庁の鉄道事務所において経営

管J'Jl してきたが ， I1H和 1 8 年俸太の内池編入に伴ない，その鉄道

は同年 4 rl 以降鉄道省の所管に移され， 同時に様太鉄道局が設

からすやませ

3. 1 ~Ij 配位

操作鍛は皆ìffi式においては各自主ñiE~~: ごとに設けたのであるが，

相管式てーは全整流管に対して写真-4のよ うに燥f'1'鍛を 1 im設け

tuま よい。

操作銚には 6 似の蜂流管の点弧および励弧 ・ 冷却 ・ 加熱等操

作に必要な部品をl反付けてある。

4 高速度継電線

キ1'1>'ま式では従米の高速l立しゃ断日誌にかわり ， 企盤沈Þ-j.:'fの IJJ}J弧

111: j筑を同 日寺にしゃ断する小型の i:':jj進出:継f!2?詰を)fJ~、 る。 i:石速度

継電r.告は励弧HJ変圧昔誌の l 次tE流をしゃ断する ものであるから

小型の簡単な設備となる。

5 相管式水銀務流総におけるiß!JJ:l r.号電流のしゃ断

相管式では整流管は 6 中日のう ち l 納分の電流のみを分担する

ので，各3在f骨けまは l サイク ノレの大 j~iI分あるいは半分以上の負荷

1[流休止WJ聞をもつわけである。 したがって全整流管の励狐電

流を励弧IfJ変 l主総の l 次削Ijにおいて高速度縦m~~によりしゃ断

すれば， 負荷電流休止中の整流管はただちに陰極点が消滅し，

ふたたひ.負荷紅流を通ぜず， また:í;l祈ij 1f1 ÌJÎE流通中の捻流管を流

れる íli 苦Ttも防~~Jl 'iRI]ーの低下につれて減少し ， I場拘ßrtÎ圧が1Æl 'il1位

をとるとともに電力回生作用をさl三じ， :t!l有ii11l:流は速かに i威茨消

滅する。このように過負荷電流は全自在流管の励~1[流をしゃ断
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